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高年齢労働者に配慮した職場改善マニュアル

健康管理

①高年齢労働者の労働適性能を高め、健康の保持・増進を行うために以下のような配慮をする。

	 （1）�包括的な項目を含む問診表を用いて、法に定められた健康診断を実施し、疾病の予防・

管理に対する、より厳密なコントロールが可能となるよう、配慮する。

	（2）�高血圧症罹患、耐糖能異常及び糖尿病罹患、握力、心肺機能、貧血、肝機能異常とい

った診断を受けた高年齢労働者には特に配慮する。

	（3）健康に関するアドバイスを受けられる環境を整え、必要な情報を提供する。

	（4）身体機能維持のための運動、栄養、休養に関するアドバイスを受ける機会を提供する。

②適性配置、職場復帰に関連して、以下のような配慮をする。

	 （1）�休業後の職場復帰では、職場適応訓練、復職後のリハビリ出勤、復職訓練の期間を長

めに設け、体力を十分回復させ、疾病の再発や慢性化を回避する。

	（2）身体の状況に応じて、就業時間帯を調整できるようにする。

	（3）作業負荷の高い作業は、軽作業を間に入れようるようにする。

	（4）適切なリハビリテーションを導入し、また、職場復帰情報の提供を行う。

　なお、適性配置および作業制限に当たっては、年齢ではなく、個人の身体的・精神的状況

に合わせて柔軟に対応することが必要である。
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Ⅲ 健康管理に関する事項
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総括管理への配慮

　職場の適性度保持および健康障害防止のため、以下のような配慮をする。

（1）高年齢労働者に対して適正な職場の保持がなされているか、職場巡視を通じて確認する。

（2）高年齢労働者のプライドを尊重できる職場環境を作る。

（3）本人の意向を聞き、これに基づいて職務適性を判断する。
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Ⅳ 総括管理に関する事項

労働衛生教育等への配慮

　労働衛生教育の実施に当たっては、以下のような配慮をする。

（1）高年齢労働者の個人差に関する労働衛生教育を行う。

（2）健康の保持増進に関わる、生活習慣、運動習慣についての知識と実践の機会を提供する。

（3）腰痛発生防止のための教育、トレーニングの機会を提供する。

（4）技能教育・健康教育の機会を提供する。

（5）作業に新しい知識や方法を導入するときは、過去の作業との関連性を示す。

（6）複雑な作業は、時間をかけて教育する。

（7）作業手順の省略や規則違反をしないように教育する。
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Ⅴ 労働衛生教育等に関する事項


